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(57)【要約】
本発明は、回転子（１０）を収容するスライディングチ
ューブ（１１）と当該スライディングチューブ（１１）
内に配置された回転子（１０）とを有する、外科器具、
特に内視鏡のアクチュエータ、特に双安定アクチュエー
タに関する。アクチュエータは、スライディングチュー
ブ（１１）が一端に回転子位置決めキー（４０）に対す
る受入空洞（３０）を有しており、受入空洞（３０）は
、回転子位置決めキー（４０）を受入空洞（３０）内に
定置した後、及び回転子位置決めキー（４０）を受入空
洞（３０）内で回した後に、回転子位置決めキー（４０
）が着脱自在に係止されているように設計されているこ
とを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転子（１０）を収容するスライディングチューブ（１１）と前記スライディングチュ
ーブ（１１）内に配置された前記回転子（１０）とを有する、外科器具、特に内視鏡のア
クチュエータ、特に双安定アクチュエータであって、
　前記スライディングチューブ（１１）は一端に回転子位置決めキー（４０）に対する受
入空洞（３０）を有しており、
　前記受入空洞（３０）は、前記回転子位置決めキー（４０）を前記受入空洞（３０）内
に定置した後、及び前記回転子位置決めキー（４０）を受入空洞（３０）内で回した後に
、前記回転子位置決めキー（４０）が着脱自在に係止されているように設計されている
　ことを特徴とするアクチュエータ。
【請求項２】
　前記受入空洞（３０）は、前記回転子位置決めキー（４０）に対する止め部（３４）を
少なくとも１つ有していることを特徴とする請求項１に記載のアクチュエータ。
【請求項３】
　前記受入空洞（３０）は、前記回転子位置決めキー（４０）の前記キー頭部（４４）の
輪郭に対して相補形になるように、及び／または機能的に相補的であるように調整されて
いることを特徴とする請求項１または２に記載のアクチュエータ。
【請求項４】
　前記受入空洞（３０）は、断面が非円形及び／または星形、特に多角形の輪郭を有して
いることを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載のアクチュエータ。
【請求項５】
　外科器具、特に内視鏡の、特に双安定アクチュエータの回転子（１０）に対する回転子
位置決めキー（４０）であって、
　前記回転子位置決めキー（４０）は、請求項１から４のいずれか１項に記載のアクチュ
エータのスライディングチューブ（１１）内で着脱自在に係止可能である、回転子位置決
めキー（４０）。
【請求項６】
　前記回転子位置決めキー（４０）は、前記スライディングチューブ（１１）の前記受入
空洞（３０）内への配置及び挿入のための、一端にある幅広のキー頭部（４４）と、前記
回転子位置決めキー（４０）を回すキー軸（４２）とを有していることを特徴とする請求
項５に記載の回転子位置決めキー（４０）。
【請求項７】
　前記キー頭部（４４）は、非円形及び／または星形、特に多角形状に設計されているこ
とを特徴とする請求項６記載の回転子位置決めキー（４０）。
【請求項８】
　請求項１から４のいずれか１項に記載の外科器具のアクチュエータのための、請求項１
から４のいずれか１項に記載のアクチュエータと組み合わせての請求項５から８のいずれ
か１項に記載の回転子位置決めキー（４０）の使用方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、回転子を収容するスライディングチューブと当該スライディングチューブ内
に配置された回転子を有する、外科器具、特に内視鏡のアクチュエータ、特に双安定アク
チュエータに関する。さらに本発明は、特に双安定アクチュエータの回転子に対する回転
子位置決めキーに関する。
【０００２】
　遠位に配置された対物レンズを有する内視鏡は、独国特許第１９６１８３５５（Ｃ２）
号明細書から既知であり、その画像は画像送信部によって近位端へと送信される。また内
視鏡は、レンズ群等の光学素子を少なくとも１つ有しており、光学素子は、焦点を合わせ
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るために、及び／または焦点距離を変えるために、マイクロドライブによって光軸の方向
に移動可能である。マイクロドライブは回転対称で軸方向に可動なスリーブを少なくとも
１つ有しており、スリーブは各レンズ、あるいは可動レンズ群からなる光学素子を取り囲
んで収容している。スリーブは永久磁石材料でできていて、スプールを配置することによ
って生成された磁場内で移動可能である。スリーブを移動及び保持するために、電磁場が
常時生成されている。
【０００３】
　観察される体腔に対して遠位方向に照射する照光装置と、画像伝導部を有する内視鏡は
、独国特許第１２５３４０７（Ｂ）号明細書から既知であり、この内視鏡は、軸方向に調
整可能な対物レンズを介して、照光された画像を取り込んで接眼レンズまたはカメラへと
送出する。対物レンズは、留め具として機能する対物レンズ台を電磁操作することによっ
て、画像伝導部の遠位端を基準とするある位置から別の位置へ、少なくとも２つの画像鮮
明度の設定に合わせるように調整可能である。ここで、この２つの位置のうちの少なくと
も一方は常時存在する電磁場によって誘発され、他方の位置はばねの作用によって生じる
。
【０００４】
　さらに、外科器具または医療器具、特に内視鏡の電磁アクチュエータは、独国特許出願
公開第１０２０１１００６８１４（Ａ１）号明細書に説明されている。
　本発明の目的は、外科器具のアクチュエータの取り扱いを簡単な方法で改良することで
ある。
【０００５】
　本目的は、回転子を収容するスライディングチューブと当該スライディングチューブ内
に配置された回転子を有する、外科器具、特に内視鏡のアクチュエータ、特に双安定アク
チュエータであって、スライディングチューブは一端に回転子位置決めキーに対する受入
空洞を有しており、受入空洞は、回転子位置決めキーを受入空洞内に定置した後、及び回
転子位置決めキーを受入空洞内で回した後に、回転子位置決めキーが着脱自在に係止され
ているように設計されている点においてさらに発展したアクチュエータによって、達成さ
れる。
【０００６】
　本発明は、スライディングチューブの受入空洞内に配置可能である回転子位置決めキー
を用いると、受入空洞と回転子位置決めキーとの間の連係において、回転子位置決めキー
はスライディングチューブの一端に確実に保持されるので、アクチュエータのスライディ
ングチューブ内における回転子の行程を簡単な方法で調整でき、回転子の行程は回転子位
置決めキーのキー頭部の厚さによって定まるという発想に基づいている。これにより、回
転子の位置決めの移動の設定中、固定されたスペーサ要素が設けられている。回転子位置
決めキーを受入空洞内に収容した後は、回転子位置決めキーを、それを回し終わった後に
その回転子位置決めキーが回転子に対して相応する設定位置にあるように回す。
【０００７】
　このため、受入空洞は回転ゲートを有しており、この回転ゲートによって、回転子位置
決めキーとの連係において、回転子位置決めキーを確実に回し、かつ、キーを確実に係止
する。よって、回転ゲートは、回転子位置決めキーの回転案内装置の機能を有している。
【０００８】
　本発明の枠組みの範囲内において、外科器具または医療器具、特に内視鏡のアクチュエ
ータは、好適には双方向アクチュエータとして理解されている。これにより、電磁アクチ
ュエータは固定子と変位可能な回転子を有している。ここで回転子はスライディングチュ
ーブの内部に位置している。一実施形態において、回転子自体は少なくとも１つの常磁性
体及び／または強磁性体を有し、電磁場を供給することによって、回転子は第１の位置か
ら第２の位置へと移動可能である。したがって、回転子は永久磁場によって第１の位置に
保持され、第２の位置へと移動した後は、永久磁場によって第２の位置に保持される。
【０００９】
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　外科器具または医療器具の電磁式双安定アクチュエータについての更なる詳細は独国特
許出願公開第１０２０１１００６８１４（Ａ１）号明細書に説明されており、この文献で
開示されている内容は完全かつ明確に本特許出願の開示に含まれている。
【００１０】
　さらに、アクチュエータの一実施形態は、受入空洞は、回転子位置決めキーに対する止
め部を有していることを特徴とする。これにより、回転子位置決めキーの規定の止め位置
は軸方向、すなわち回転子の運動方向に設けられている。
【００１１】
　さらに、スライディングチューブの受入空洞は、回転子位置決めキーのキー頭部の輪郭
に対して相補形になるように、及び／または機能的に相補的であるように調整されている
。
【００１２】
　よって、受入空洞は、断面が非円形及び／または星形、特に多角形状または多角形の輪
郭を有していることが好ましい。
　スライディングチューブの回転ゲートと、スライディングチューブの受入空洞内に配置
されて回される回転子位置決めキーとの連係において、また、受入空洞と、受入空洞と連
係する回転子位置決めキーのキー頭部との形状的かつ機能的に相補的な設計のために、回
転子のスライディングチューブ内での端位置は、簡単な方法で、止め位置として設けられ
ている。ここで、受入空洞内への配置後の回転用途のために設けられた回転ゲート内で、
回転子位置決めキーを自身の軸を中心に回すことにより、キー頭部の形状が突出している
ために、回転子位置決めキーのキー頭部が、スライディングチューブ内での回転子の行程
長の設定のためにスライディングチューブ内の止め部と回転子位置決めキーの端面の間で
規定された距離で係止される。
【００１３】
　回転子位置決めキーを挿入して回した後、スライディングチューブ内の回転子を、該当
する場合は止め部材等と一緒に、スライディングチューブ内で、回転子に対向する係止さ
れたキー頭部の止め面に対して力を加えて押す。すると、この状態において、例えば止め
部材が、例えば密着工程等によってスライディングチューブに接続あるいは接合される。
その後、回転子位置決めキーを、回転ゲート内の受入空洞内で元の位置へと回して、受入
空洞から取り外すことによって、スライディングチューブ内に、回転子の行程のための空
間が形成される。
【００１４】
　さらに、本目的は、外科器具、特に内視鏡の、特に双安定アクチュエータの回転子に対
する回転子位置決めキーであって、回転子位置決めキーは、アクチュエータのスライディ
ングチューブ内で着脱自在に係止可能であり、回転ゲート内、特に受入空洞内で回転可能
であることによって、達成される。特に、アクチュエータのスライディングチューブは上
述のように設計されている。
【００１５】
　さらに発展したものでは、回転子位置決めキーは、スライディングチューブの受入空洞
内への、あるいは回転子位置決めキーのために設けられた回転ゲートへの配置及び挿入の
ための、一端にある幅広のキー頭部と、好ましくは回転ゲート内で回転子位置決めキーを
回すキー軸を有していることが好ましい。
【００１６】
　これにより、キー頭部を受入空洞内に確実に配置及び誘導することが実現される。ここ
でキー頭部は、キー頭部の配置直後にスライディングチューブの受入空洞と連係している
。回転子位置決めキーのキー頭部は、非円形及び／または星形、特に多角形状に設計され
ているが好ましい。
【００１７】
　さらに、本目的は、外科器具のアクチュエータのための上述の回転子位置決めキーの、
特に上述のアクチュエータと組み合わせての使用によって達成される。このことに関して
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は、上述の説明に明記している。
【００１８】
　本発明の更なる特徴は、請求項及び添付の図面とともに、本発明に係る各実施形態の説
明から明らかになるであろう。本発明に係る各実施形態によって、個々の特徴、またはい
くつかの特徴の組み合わせが実現可能である。
【００１９】
　本発明を、本発明の概念を限定することなく、図面を参照した例示的な実施形態を用い
て以下に説明する。よって、文面ではより詳細には説明されていない本発明に係る全詳細
に関しては、各図面に明記している。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】図１は、アクチュエータを有する内視鏡の一部の断面概略図である。
【図２】図２は、電磁アクチュエータのスライディングチューブの一部分を概略的に示し
たものである。
【図３】図３は、本発明に係る回転子位置決めキーを斜視図で概略的に示したものである
。
【図４】図４は、中に回転子位置決めキーが配置されたスライディングチューブのＮ側の
平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　各図面において、同種の要素及び／または部品、または類似の種類の要素及び／または
部品には同じ参照符号を付しているので、再度の紹介を省略する。
　図１は、アクチュエータを有する内視鏡の一部の断面概略図を示したものである。アク
チュエータは内視鏡の軸（図示せず）内に配置可能である。図１において、内視鏡の軸は
、アクチュエータの周囲に、すなわち、スライディングチューブ１１の遠位端１８の外径
よりもわずかに大きい直径を有して配置されていると考えられる。
【００２２】
　スライディングチューブ１１は、金属またはプラスチック製であり得るが、本明細書で
は非磁性体製であることが重要である。また、スライディングチューブ１１は、軸方向に
変位可能な回転子１０に対する案内として機能する。変位可能な要素として設計された回
転子１０は、例えば、対物レンズの一部であるレンズ１３を有し得るが、係止固定要素１
２内に挿入されて相応する位置に固定されているレンズ１４，１５も有している。
【００２３】
　係止固定要素１２はスライディングチューブ１１内に係止あるいは装着されており、止
め部１６を規定する。遠位端側にある別の止め部１７も、内向きのつば部を介して、スラ
イディングチューブ１１によって規定されている。図１に従ったこの例示的な実施形態に
おいて、この構造は回転対称構造であり、中には軸方向に変位可能な回転子１０が設けら
れている。軸方向に変位可能な回転子１０は、図１の近位位置から左側へ、止め部１７の
方に向かい、遠位位置へと変位可能である。変位可能な要素１０は一種のスリーブとして
設計されていて、特に強磁性体等の磁気的にやわらかい材料でできているか、あるいはこ
の材料を含んでいる。
【００２４】
　強磁性体及び／または常磁性体でできていることに加えて、変位可能な回転子１０はま
た、スライディングチューブ１１の内壁に対向して配置されている表面に、摩擦低減被膜
を有することが可能である。
【００２５】
　スライディングチューブ１１内で軸方向に変位可能である回転子１０は、遠位磁極片と
近位磁極片を有していて、これらは永久磁石２０，２１の磁場と相互作用する。永久磁石
２０，２１は環状に設計されており、電磁アクチュエータの長手方向軸を中心として回転
対称になるように配置されている。常磁性体または強磁性体製の第１中間部２２及び第２
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中間部２３もまた、磁極片とともに、または磁極片として設計されており、永久磁石２０
と永久磁石２１との間に設けられている。第１中間部２２と第２中間部２３とは、一体型
である、すなわち１つの中間部を構成することもできる。
【００２６】
　さらに、外側が第１中間部２２と第２中間部２３とで囲まれ、スライディングチューブ
１１による中断を除いた内側は、変位可能な回転子１０の常磁性体及び／または強磁性体
で囲まれたスプール２４が設けられている。これにより、電磁場を非常に強力に増強する
ことが実現されている。電磁アクチュエータの固定子１９は、２つの環状永久磁石２０，
２１と、２つの中間部２２，２３と、スプール２４とで主に構成されている。
【００２７】
　図２はスライディングチューブ１１の先端側を斜視図で概略的に示したものであり、こ
こでスライディングチューブ１１は図示された先端に受入空洞３０を有している。受入空
洞３０は、回転ゲートとしての内側の輪郭が非円形であり、受入空洞３０は回転子位置決
めキーの輪郭と連係する。このため、受入空洞３０は周縁に、回転ゲートのための凹部３
２と逃げ溝３４を有しており、これらはスライディングチューブ１１の周方向に一定の間
隔で配置されている。
【００２８】
　よって、逃げ溝３４は、回転子位置決めキーを受入空洞３０へ装入した後における、回
転子位置決めキーに対する後部の止め部、あるいは外側の止め部を構成する。周方向に交
互に配置されている凹部３２と逃げ溝３４とは、周方向に均等に配置されている。一実施
形態では、凹部３２と逃げ溝３４とを周方向に不規則に配置することも可能である。
【００２９】
　図３は、受入空洞の回転ゲートに対する回転子位置決めキー４０の斜視図を、細部は概
略的に示したものである。これより、回転子位置決めキー４０は回転可能軸４２を有し、
その一端には幅広のキー頭部４４が配置されている。また、キー頭部４４は星形または星
状に設計されている。受入空洞に挿入可能なキー頭部４４は厚さｄを有し、この値は、回
転子をスライディングチューブ１１内で調整した後の、スライディングチューブ１１内に
おける回転子の行程長に相当する。これにより、回転子位置決めキー４０は、スライディ
ングチューブ１１の内部に配置された回転子を調整している間は、受入空洞３０に挿入さ
れていて、回転子位置決めキー４０を受入空洞３０に配置した後に回転子位置決めキー４
０を回す。このようにして、回転子位置決めキー４０は、回転子の行程長を調整するため
に、スライディングチューブ１１の内部に着脱自在に係止される。
【００３０】
　キー頭部４４は外側の輪郭が非円形であり、キー頭部４４の外側の輪郭は星状に、キー
頭部４４の形状は受入空洞３０の凹部３２と逃げ溝３４との配置、及び受入空洞の回転ゲ
ートと相補形になるように設計されている。これにより、回転子位置決めキー４０は、キ
ー頭部４４を挿入している間は受入空洞３０内に正確に嵌まり合うように挿入されており
、次に、キー頭部４４の突出部あるいは舌状突起を逃げ溝３２の領域に配置するように回
転子位置決めキーを回すことによって係止される。
【００３１】
　このように回転子位置決めキー４０を定置する場合、次に、スライディングチューブ４
４内に配置されている回転子と止め部材とを、回転子に対向するキー頭部４４の外側の接
触面に対して力を加えて押すことによって、止め部材が例えば密着力でスライディングチ
ューブと接続される。その後、回転子位置決めキー４０を元の位置へと回して受入空洞３
０から取り外す。これにより、回転子とスライディングチューブ１１の開口端あるいは開
放端との間に、スライディングチューブ１１の内部における回転子の行程のための空間が
形成される。
【００３２】
　図４は、回転子位置決めキー４０を回した状態あるいは係止した状態における受入空洞
３０内でのキー頭部４４の配置を、側面図で概略的に示したものである。ここで、キー頭
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部３４の舌状突出部はそれぞれ、受入空洞３０の逃げ溝３４の後ろに配置されている。
【００３３】
　図４に示されている例示的な実施形態では、受入空洞３０は、回転子位置決めキー４０
に対する当接点または支持点を３つ有している。これにより、キー頭部４４を止める位置
、あるいは当接する位置は、この３つの支持点を用いて与えられている。本発明の枠組み
の範囲内において、受入空洞にキー頭部４４に対する支持点を４つ以上設けることも考え
られる。
【００３４】
　図面のみに示されているものも含む言及した全ての特徴、及び、他の特徴と組み合わせ
て開示されている個々の特徴は、単独でも、及び組み合わせても、本発明に必須であると
みなされる。本発明に係る各実施形態は、個々の特徴、またはいくつかの特徴の組み合わ
せによって実現可能である。
【００３５】
　［符号の説明］
１０　回転子
１１　スライディングチューブ
１２　係止固定要素
１３　レンズ
１４　レンズ
１５　レンズ
１６　止め部
１７　止め部
１８　遠位端
１９　固定子
２０　永久磁石
２１　永久磁石
２２　第１中間部
２３　第２中間部
２４　スプール
３０　受入空洞
３２　凹部
３４　逃げ溝
４０　回転子位置決めキー
４２　軸
４４　キー頭部
ｄ　　キー頭部の厚さ
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本发明涉及一种手术器械，特别是内窥镜的致动器，特别是内窥镜的致
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转子定位键（40）。转子定位键（40）设计成在将转子定位键（40）定
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